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ガ ナ 大 学

(University of Ghana) 

アクラ北方およそ10マイルの所にレゴンという Li：があ

る。この通称ンゴン・ヒルといわれる小さな丘の上に:'J

--）•大学がある。小さい， しかし大学を建てるために磁

られたのではないかと忍うほどすばらしいl'i:．である。そ

れは，こ 0)丘の上から，アクラ市街が—••別のもとに見る

ことができるからではない。こ(}).li：を中心として，およ

；と 2マイル四方に展開する実に広大なそのキャンバス，

学Itlの場としての閲様がすばらしいのである。

祁rliパス，ククシーそして私‘}：tパス兼l、ラックの機能

なもつローリー以外には1釦1家）TIlli に L か~(i ることができ

ないというアクラの市街地における交通状況が， もとも

と不完全であった都市計1i!tjのためにアクラをいっそう趾

乱と騒行の町にしている。だから，アクうからレゴンに

やってくると，ごみごみしたアクラ())Blj'とのあまりにも

対照的であるために， レゴン・ヒルに散在する大学())旅

然とした邸境がより ~ji烈な l1J 象を与えるのであろう。

ところで，低IHI発圏には早急に解料iさるぺき多種多様

の1iil題がある(/)は改めて言うまでもないが，人材設成を

中心とするいわゆる教育Iij！退しきわめ-c重要な課也で
ある。ガーナも，ー速りの面級官僚以外には無気力な中

堅翔しか存在せず，謡欲的な中緊囮の育成こそ、9ぶ務であ

るといわれている。したがって，このたび発表された経

済開発7カ年計画案においても SecondarySchoolの生

徒を含むいわゆる高等教育の生徒，学生の増加，育成1こ

大きな重要性をおいていることが品られる。このような，

いわばガーナ政府の人材g油成の中核たるガーナ大学が，
形式的にもせよエ・ンクルマ大統領を総長において，；と(/)

任務を珀実1こ遂行しつつあることは十分理解されるとこ

るである。しかし，いわゆる教育効果ないし教育投ダtは，

その成果が顧在化せずきわめて地追な努力を要するもの

であり， したがって教育投衣は本米的には第2義的に扱

われやすい性質のものである。にもかかわらず，スクル

マ大統領は， 1961年10月］ Hにそれ祖でガー・凡11科大学

（じnivcrsityCollege of Ghana)と呼ばれていた(})が，

ガ～ナ総合大学となるにおよび，同年ll月5Uに議会の

承認を得てみずから初代総長に就任したのである。スク

ルマ大統領は，かれが8年ll:llのカソリック系ミッション

スクールでの教ff{/）0)ら1年1iilなみずから救iftに立った

という体必免さらに国立師範学校を終えてJ.935年にアメ

リカ1社学するまでのおよそ5•).J ：：：ド，やはり教殺をとった

ということなどにより，教脊lHI俎に対する態1.[はきわめ

-ci't極（lりであることがうなづかれるわ：r]・である。
ここで，前述したガーナ1i1科大学の生い立ちを少しく

ふり沢ってみたい。このガーナ1i1．科大学は， 1945年に発

必された沿j等教fiに関する二つか却・,l会， J¥sc1uithおよ

ひ•EllioL Co1nmiふヽiono_沿認報告にもとづいて，ゴール

ド・コースト立法審議会(GoldCoast Legislative Council) 

の承，泌0)もとに1948年に設立されたのである。この単科

大学は同年10月から1)IKi！いし公9人の教B訊と90人の学生を

ようしていたのであるが，かれら学生たちは1930年にさ

かのぽるいわばこの国9)大学教府（あるいはWI'り教育）
の先駆たるアチモクl,1:1門学校 (Ad1imotaCollege)の卒

架生であったのである。ちなみにスクルマ大統領が1926

年から同30年までに学んだ限立師範学校がilijieアチモタ

専門学校の前身なのである

糾稲および財政

ガーナ大学はいうまでもなく一w.iの自治f本であって，

政府などの従屈紀戦ではないc そして、家立高等教育客議

会 (TheNational Council for Higher Education)と緊

密な述絡をもっているのであるが，この国立裔等教育審

議会はガーナ政府と各稲邸等教脊機渕との関係を調盤，

維持するためのいわば辿絡機関なのである。

このガーナ大学はまだ大学独自())法令を1ijj定‘ごC ・な

いが，教授，各学科主任および各学料の教員代表より構

成されている AcademicB⑱ rdがあり，これが大学評議

会(TheUniversity Councじ）の決定のもとに大学内部の

管理を行なっているのであ知さらに，この Academic

Boardはいわゆる常設執行委員会(aStanding Exerntivc 

Committee)をもっており， そ0)もとには各学部委員会

(Faculty Boards)，財政委暉 (FinanceConunittcc), 

住宅委員会(ResidenceCommittee)およびサーと、ス委員

会(ServicesCom:nittcc)がおかれている。

大学の謡総長は，先年まで底辿のコンゴ駐在代表であ
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ったオプライニン氏 (Mr.Conor Cruise O'Brien)であ

り，かれは事央J:大学における教有指祁および管理運常

の最硲毀任者である。また大学の}}氾官 (TheRegistrar) 

は大学評議会 (TheUniversity Council)おJ:()：各種委

且会の議長であって，数名の晶9占iiれ官たらにより補佐さ

れているわけである。

ところで，ガーナ大学の予31総額はりJi:.>かではないが，
年問予箕の95％は政府より給付される補助金であり，人

件1料を除いた年1m予勾割はおよそllOOガボンド（月Sit約
110億円）であるといわれている。

つぎに学部の構成を列拳すれば，つぎ(/)とおりである。

(l) 人文・社会学部 (TheFaculty of Arts uncl Social 

Studies) 

英文学，；柑教学，古典文学，哲学，仏文学，．iり・）ii

学，数学，脱史学，経済学，地理学，社会学，労古

学，法学，教育学，以上14学科のほかに，アフリカ1!！l

迎研究所(TheInstilulc of Africnn Stuclic~) および

公民教育研究所(TheInstitute of Public Education) 

がある。

(2) 自然科学部 (TheFnculty ofふiencc)

数学，地買学，物理学，動物学，拍物学，化学，

地理学，作物竹理学，動物腎狸学，以上の 9学．科・で

ある。

(3) 股学部 (TheFacully of Agriculture) 

作物管理学，動物管埋哭促業経済学，農裳経窓

学， Hi物学，勅物学，化学，以上7学科よりなって

いる。

人文・社会学部， l：1然科学部，嬰学祁の3学部を辿1、
て，すで1こ725人の卒菜生を送りだしており，出た現在は

684名の在学生を1堀している。これら684名の在学生のう

ち86人がいわゆる外国人留学生であり，このr.l:rにはナイ

ジェリア，カメルーーンなどのアフリカ人学生に注じって，

アメリカ，西ドイツなどから来た留学生も 5~6名在学

じ（いる。

ところで．在学ii:.l 人当たりの投業料は， •f.t1Itなどを

含めて2(l(）ホンド（邦貨約2(）万 I•11) である。しかし， •JJ­

ナ大学は現在、1-JJ 「9t;•こ学生寮をもち，令．学生をとれに収

容するいわゆる全名t1liIJを行なっており，他1(1i・化学生1.IW.） 

およ怒l0％の学生は年額24(）ポンド (J1S貨約2,1万ド])()） •If 

ーナ政）（・f奨学金を支給されている。さらに，残余の学1l:．

たらはそのほとんどの者が政府捉学金と1fi]額の私的な経

祈採uJ)を受けており，在学生はすぺて・兵と住を保証され
た．いわば完全な給'llt/1戸であるといえる。

加えて，最近文部省より発表されたとこ；•9) によれば，

在学生 1人当たり年額5(）ボンド前後の「こづかい」を支

給J＿る t|紺があり，学生生活の秘礎的条{’l：は 1•分保証さ

れるものと思われる。しかし，めぐまれたil:i舌を送って

いると思われる：｝'/--)•大学の学生たらも， l船lこf火には食

•ll:(}）内容をめぐって大学当局と祇i突し，数1可にわたるボ

イコットを行なった経験をもっている。雑誌ライソにも

大きく報道された11本の全学述は，当地の学生にもり）名

をllliかせているが，ガーナ大学の呪l対湧l)は経済(1りない

i)1£!i・・話にil・,：K'iする［幽に・重点がおかれ，政治闘争的傾
l{,」はほとんど見られないのが実状である。

とこな<J.改めていう主でもなく，ガーナ火学の学生

たいこと，ってはサッカーとテニス以外はスボーツないし

娯楽らしきも())は少しられない。映画（ll炉には油lし府も）が

唯一・0)•一般的娯楽であるこの国では，．マージャン，バブ:

ンコ，ボーリング，スケートなど枚学にいとま(/)ないレ

ジャーに無緑なのも当然であろう。しかし，クリスマス，

復話祭， fill立記念13などを中心とする前後数1]|illI・:J:,I叫

っ0)学生itのうちのどれかが3.：．iitするダンスパーティが
行なわれ，夕食を終えた午後9時こ・るから翌朝の3~4

時ごろまで踊りあかすのである。このパーテ、9(}）中心は，

非常にhn.ir．でしかもガーナの伝統flりリズムである「ハイ
ライフ」というダンスなのである。 「ハイライフ」の詳

論｝謡ll(/）裁会にゆずるとして，とにかく学生たちは若い

研究員や諧師などと一糾になって，；Cの強烈なエネルギ

ーを発放させ，大いに引t春を楽しんでいるようである。

経砕子：和KのJ砧況と研究活動

在箱学生数225，教投陣総数 l6という数字は，粍済学

科 (Departmentof Economics)がガーナ大学において

もっとも充実していることを示している。

わが限の大学のように， 「教授」の数が非常に多いの

は他にその例を↓かないといわれるが，ガーナ大学におい
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ても「教授」 (Profc邸or)は各学科に 1人という［原則をl't

いている。

；として， この経済学科におい・（も，；ド・ーランド国知）

ドレノウスキー教投 (Professorfon IJrewnow:.ki)が学

科叫任を兼任している。 liiJ教投は Jmmialof Political 

Economyなどにも論文を発表しに経験をもつ国際経済

学名であるが，ガーナ大学経桁学科主任教投と L-c,き
わめて多忙t忍I:活を送っているため， ✓Cの研究活勁は大

きな制約を受け‘（いるように見受けられる。

当経済学科I•こ(•まガーナの政界，学昇の主痰な経済学者·

からなるガーナ経済学会 (The Economic Society of 

Ghana)の本部がおかれており， ドレノウスキー教授は

学会の機閲誌 TheEc叩 omicBulletin(J）船1集長も兼ね

ている。さらに同教投比伯月数回にわたってI}甘1il｛され

る経済学科研究会の St,lff函minarでも議長を勤めねば

ならないのである。

ところで，ガーナ大学経済学丹Il)研究活勅を紹介する

場合，その研究会， StaffSeminurを拳げねばならない。

この研究会は学年休9』を除いて16月2~3lt.iII}fi(tしされ，

1人の「研究発表者」が30分ない L.l il炉l用にわたってJ:i

分の研究成果を発表し，そのあとは1:lth討議la.t．いると

いう形式で進められる。この「研究光K•;.ti.」は，原llll的

にはもらるん経済学科のメンパーであるが， 1liit叡Jょーナ

経済学会の会i1からも選ばれることがある。すなわち，

ガーナ大学アフリカl:：｝辿研究所の絣究者も，招かれてンと

の研究成果を発表することもある。以下が！tl：年11月から

今年4月までiこl}fl催された Sは({S(・mim1r fこおける発表

者名とその研究テーマである（別添，）スト参照）。

最後に，：：釦りも米たる 6月の StaffSeminarには「E

本経済のi:ti朕成長」について発表する予定であることを

付記しておく。

Staff Seminars 

(Novcmber~May) 

9llli62 Mr. George Nez, Economic BiLヽis of 

Forcrasting the Pattern for Physical 

Development in Ghamt. ・ 

1/l:W2 Mr. R. Siereszcwski, lnter-S区 Loral

Structure of the恥 nomyof Ghana. 

l8/!~/62 Dr. J. M;irs, Dynamic Jnput-Output 
Sequence of luclustrialisation Invest-
ment. 

8/2/6:3 Prof. J. Drewnowski, Some Remarks on 
the Theory of Mi:<cclじ、conom1ほ

22/2/63 Mr. T. L. Hodgkin, French-Speaking 
Afric.m States :.1n<I their Interrelation-
ship. 

8/a/(j3 1¥-Ir. A. J. Killick, Factors Aff ccting Labour 
Productivity in Afric,1. 

2G/3/6:¥ Prof. P. Vuscovic & Dr. 0. Sunkel, 
Problems of Common Market in 
Latin America. 

10/4/Ci:! Mrs. Ann. Seidman, The Role uf Foreign 
Capital in the I、atinAmerica, 

岱／4/(-i3 Mr. P. P. Van der vVel, Economic 
lntegrn:ion in West Africa. 

（アジア経済研究所泌外派il't貝 約！見真也）
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